
患者家族と医療者 : 共に支える医療

プログラム
第1部 「市民公開講座」
13：00～15：30

【開会の辞】
愛媛県医師会長　村上　博
▶遺族の語り
田上 克男 SIDS家族の会会長

▶医療者の語り
川谷 弘子 北里大学病院トータル
 サポートセンター
 院内医療メディエーター

▶架け橋
双方の視点を繋げる
和田 仁孝 早稲田大学教授

第2部　
15：30～17：30

▶会場①
医療従事者ケアを考える　
〈医療者対象〉
大磯 義一郎 浜松医科大学 医学部法学教授

井上 真智子 浜松医科大学 地域家庭医学講座

▶会場② Free Space
　15：30～
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聴かせて下さい！
患者の声…

【閉会の辞】
愛媛県医師会常任理事
JAHM四国支部代表 渡邊 良平　　

～グリーフケアを通して～

2023年10月8日㈰
市民公開講座

一般社団法人日本医療ピアサポート協会Heals事務局内
��������������������� 松山市民公開講座窓口
左記QRコード ��������������������������������������

Let’s GO
愛媛 松山♨

COVID19 ウイルスによって、我々、
人類は未曾有の経験をすることになり
ました。常に医療現場は逼迫状態に置
かれ、医療従事者の疲弊は想像を絶す
るものでした。多くの市民が医療者に
感謝し、称賛を様々な形で表した一方
で、心無い誹謗中傷もありました。　
医療事故についても、当初の想いとは
違い、事故後、被害を受けた患者家族
は被害者・事故を起こしてしまった医
療者は加害者となるわけですが、本来、
我々が医療に求めるものは何でしょう
か？患者家族のジレンマ・医療従事者
のジレンマ、多くの課題がそこにはあ
ります。患者家族と医療従事者双方が
願う安心・安全、そして「質の高い医
療の提供」は、どちらかの立場だけの
視点では成立しません。
COVID19は５類へと移行し、我々の
生活が以前に戻りつつある中で、グリ
ーフケアという視点を通して、今、皆で、
「共に支える」という事について一緒に
考える機会になればと思います。
是非、ご参加下さい。

★JAHM更新ポイント対象★
★日医生涯教育単位 CC７ （医療安全）4.5単位 申請中

会場 愛媛県医師会館
 愛媛県松山市三番町4丁目5‐3

早稲田紛争交渉研究所
SIDS家族の会 中四国
日本医療ピアサポート協会

Heals

JAHM四国支部
愛媛県医師会

お問合せ先

お申込み先

共催

日本医療安全学会
後援

参加費 2,000円

※愛媛県医師会館には駐車場がありませんので、
　近隣の有料駐車場をご利用いただくか、公共
　交通機関でご来場ください。

愛媛県美術館

愛媛県庁

三越

市役所前

県庁前

大街道前

伊予銀行本店南
堀
端

松山中央
郵便局

梶浦病院

三番町4丁目日銀前交差点

いよてつ
高島屋

松山市駅前

銀天街

大
街
道

松山市駅

カトリック松山教会

愛媛県医師会館


